
 

 

科目名 現代の国語 
単位数 ２単位 

学年等 ３学年 

１ 学習の到達目標等 

学習の 

到達目標 

言葉による見方・考え方を働かせ、言語活動を通して、国語で的確に理解し効果的に表現する資質・

能力を次のとおり育成することを目指す。 

（１）実社会に必要な国語の知識や技能を身に付けるようにする。 

（２）論理的に考える力や深く共感したり豊かに想像したりする力を伸ばし、他者との関わりの中で伝え

合う力を高め、自分の思いや考えを広げたり深めたりすることができるようにする。 

（３）言葉がもつ価値への認識を深めるとともに、生涯にわたって読書に親しみ自己を向上させ、我が国

の言語文化の担い手としての自覚をもち、言葉を通して他者や社会に関わろうとする態度を養う。 

使用教科書 

副教材等 

「高等学校 現代の国語」（第一学習社） 

「アライブ国語常識」（浜島書店） 

２ 評価の観点等 

観点 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

趣旨 

実社会に必要な国語の知識や技能

を身に付けるようにする。 

 

論理的に考える力や深く共感した

り豊かに想像したりする力を伸ば

し、他者との関わりの中で伝え合う

力を高め、自分の思いや考えを広

げたり深めたりすることができる 

ようにする。 

言葉がもつ価値への認識を深める

とともに、生涯にわたって読書に親

しみ自己を向上させ、我が国の言

語文化の担い手としての自覚をも

ち、言葉を通して他者や社会に関 

わろうとする態度を養う。 

評価点 ３00点 ３00点 ３00点 

３ 評価の計画 

学期 単元 知識・技能 思考・判断・表現 
主体的に学習に 

取り組む態度 

１ 

学 

期 

〇今を生きる視点 

 ・さくらさくらさくら 

○小説 

・城の崎にて 

○対比 

 ・「間」の感覚 

○具体と抽象 

 ・日本語は世界をこのように捉える 

○実用的な手紙の書き方 

・定期考査 

・小テスト 

・定期考査 

・授業の行動観察 

・ワークシート 

・定期考査 

・授業の行動観察 

・ワークシート 

評価点 １００点 １００点 １００点 

２ 

学 

期 

○科学者の論理 

 ・「文化」としての科学 

○環境保全と開発の両立をめざして 

 ・ロビンソン的人間と自然 

○小説 

 ・こころ 

○待遇表現 

・定期考査 

・小テスト 

・定期考査 

・授業の行動観察 

・ワークシート 

・定期考査 

・授業の行動観察 

・ワークシート 



 

 

評価点 １００点 １００点 １００点 

３ 

学 

期 

○小説 

 ・君たちはどう生きるか 

○合意形成のための話し合いを行う 

・定期考査 

・小テスト 

・定期考査 

・授業の行動観察 

・ワークシート 

・定期考査 

・授業の行動観察 

・ワークシート 

評価点 １００点 １００点 １００点 

４ 指導の計画 

学期 月 単元及び学習内容 時数 

１ 

学 

期 

４ 

 

 ５ 

 

  

 ６ 

 

 ７ 

〇今を生きる視点 

 ・さくらさくらさくら 

○小説 

・城の崎にて                                       １学期中間考 

 

 

1３ 

 

 

1３ 

○対比 

 ・「間」の感覚 

○具体と抽象 

 ・日本語は世界をこのように捉える 

○実用的な手紙の書き方                              １学期期末考査 

 

２ 

学 

期 

 

 

 

 

８ 

 

９ 

 

10 

 

１１ 

 

１２ 

○科学者の論理 

 ・「文化」としての科学 

○環境保全と開発の両立をめざして 

 ・ロビンソン的人間と自然                             ２学期中間考査 

 

 

 

1５ 

 

 

 

 

１５ 

○小説 

 ・こころ 

 

 

○待遇表現                                       ２学期期末考査 

３ 

学 

期 

1 

 

２ 

 

３ 

○小説 

 ・君たちはどう生きるか 

○合意形成のための話し合いを行う                       卒業考査 

 

 

 

 

８ 

５ その他 

・副教材『アライブ国語常識』を、定期試験毎の課題とする。 
 



 

 

科目名 国語演習 
単位数 ３単位 

学年等 ３学年（選択） 

１ 学習の到達目標等 

学習の 

到達目標 

国語で適切に表現する能力を育成し、伝え合う力を高めるとともに、思考力を伸ばし言語感覚を磨き、

進んで表現することによって社会生活を充実させる態度を育てる。 

使用教科書 

副教材等 

教科書 なし 

副教材 改訂版 基礎からの国語表現の実践(京都書房) 

２ 評価の観点等 

観点 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

趣旨 

表現と理解に役立てるための音

声、文法、表記、語句を理解し、自分

の考えをまとめたり深めたりして、

相手や目的に応じ、筋道を立てて

適切に文章を書くことができる。 

 

論理的に考える力や深く共感した

り豊かに想像したりする力を伸ば

し、他者との関わりの中で伝え合う

力を高め、自分の思いや考えを広

げたり深めたりしている。 

言葉がもつ価値への認識を深める

とともに、生涯にわたって読書に親

しみ自己を向上させ、我が国の言

語文化の担い手としての自覚をも

ち、言葉を通して他者や社会に関

わろうとしている。 

評価点 600点 600点 600点 

３ 評価の計画 

学期 単元 知識・技能 思考・判断・表現 
主体的に学習に 

取り組む態度 

１ 

学 

期 

○書いて伝える 

１ 整った文を書く 

２ わかりやすい文を書く 

３ 文のつなげ方 

４ 絵や写真を見て書く 

 

〇小論文・レポート入門 

１ 小論文とは何か？ 

２ 反論を想定して書く 

３ 資料を読み取って書く 

４ 発想を広げて書く 

５ レポートを書く 

６ 論文を書くために 

 

・定期考査 

・小テスト 

・定期考査 

・授業の行動観察 

・ワークシート 

・定期考査 

・授業の行動観察 

・ワークシート 

評価点 ２００点 ２００点 ２００点 

２ 

学 

期 

○自己ＰＲと面接 

１ 自分を見つめて 

２ 効果的な自己ＰＲ 

３ 将来の自分を考えよう 

４ 志望動機をまとめよう 

５ 面接にチャレンジ 

 

〇メディアを駆使する 

１ 通信文を書き分ける 

２ 電話を使いこなす 

３ ネット社会とコミュニケーション 

４ メディアと情報 

 

・定期考査 

・小テスト 

・定期考査 

・授業の行動観察 

・ワークシート 

・定期考査 

・授業の行動観察 

・ワークシート 

評価点 ２６０点 ２６０点 ２６０点 

３ 
○表現を楽しむ 

１ エッセイを書こう 

・定期考査 

・小テスト 

・定期考査 

・授業の行動観察 

・定期考査 

・授業の行動観察 



 

 

学 

期 

 ・ワークシート ・ワークシート 

評価点 １４０点 １４０点 １４０点 

４ 指導の計画 

学期 月 単元及び学習内容 時数 

１ 

学 

期 

４ 

 

 

５ 

 

 

 

 

６ 

 

 

 

 

７ 

 

○書いて伝える          より正確に、よりわかりやすく伝える。 

１ 整った文を書く        作業の指示を的確に聞き取り、書きたい内容を整理する。 

２ わかりやすい文を書く    自分の考えを筋道を立てて文章で書く。 

３ 文のつなげ方         文章を書く時に必要な注意点について、理解する。 

４ 絵や写真を見て書く     文法、表記、語句など、表現に必要な知識を身につける。 

                       

１学期中間考査 

 

 

16 

 

 

 

 

16 

○小論文・レポート入門    より正確に、よりわかりやすく伝える。 

１ 小論文とは何か？     書きたい内容を整理する。 

２ 反論を想定して書く    自分の考えを筋道立てて文章で書く。 

３ 資料を読み取って書く  小論文等を書く時に必要な注意点について、理解する。 

４ 発想を広げて書く     小論文やレポートを書く際に必要な知識を身につける。 

５ レポートを書く   

６ 論文を書くために 

１学期期末考査 

 

２ 

学 

期 

 

 

８ 

９ 

 

 

 

10 

 

 

 

 

１１ 

 

 

１２ 

 

○自己ＰＲと面接       より正確に、よりわかりやすく伝える。 

１ 自分を見つめて      作業の指示を的確に聞き取り、内容を率直に話す。 

２ 効果的な自己ＰＲ     自分の考えを筋道立てて口頭や文章で表現する。 

３ 将来の自分を考えよう  志望動機を書く時に必要な注意点について、理解する。 

４ 志望動機をまとめよう  文法、表記、語句など、表現に必要な知識を身につける。 

５ 面接にチャレンジ 

 

２学期中間考査 

 

 

20 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

24 

○メディアを駆使する  より正確に、よりわかりやすく伝える。 

１ 通信文を書き分ける 作業の指示を的確に聞き取り、伝えたい内容をまとめる。  

２ 電話を使いこなす  敬語等の社会常識を身につける。 

３ ネット社会とコミュニケーション  ネットを利用する際に必要な注意点について、理解する。 

４ メディアと情報  メディアによる注意点の違いなど、表現に必要な知識を身につける。 

 

２学期期末考査 

３ 

学 

期 

1 

 

 

２ 

 

３ 

○表現を楽しむ 

１ エッセイを書こう 独創的なエッセイを、意欲的に書く。 

書きたい内容を自由に表現する。 

自らの思いや感じ方を筋道を立てて文章で書く。 

文章を書く時に必要な注意点について、理解する。 

エッセイを書くために必要な知識を身につける。 

     

３学期学年末考査 

 

 

 

20 

５ その他 

 

小論文、ワークシート等、提出物、授業に臨む意欲・態度等を総合的に判断して評価する。 

 



 

 

 

１ 学習の到達目標等 

学習の 

到達目標 

①近現代の歴史の変化に関わる諸事象について，世界とその中の日本を広く相互的な視野から捉

え，現代的な諸課題の形成に関わる近現代の歴史を理解するとともに，諸資料から歴史に関する様々

な情報を適切かつ効果的に調べまとめる技能を身に付けるようにする。 

②近現代の歴史の変化に関わる事象の意味や意義，特色などを，時期や年代，推移，比較，相互の関

連や現在とのつながりなどに着目して，概念などを活用して多面的・多角的に考察したり，歴史に見ら

れる課題を把握し解決を視野に入れて構想したりする力や，考察，構想したことを効果的に説明した

り，それらを基に議論したりする力を養う。 

③近現代の歴史の変化に関わる諸事象について，よりよい社会の実現を視野に課題を主体的に追

究，解決しようとする態度を養うとともに，多面的・多角的な考察や深い理解を通して涵養される日本

国民としての自覚，我が国の歴史に対する愛情，他国や他国の文化を尊重することの大切さについて

の自覚などを深める。 

使用教科書 

副教材等 

教 科 書：歴史総合 (山川出版社)  

副教材等：現代の歴史総合ノート（山川出版社） 

２ 評価の観点等 

観点 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

趣旨 

歴史に関わる諸事象に関して，

世界の歴史的事実の多様性や，日

本史における歴史的事象への繋が

りなどを理解している。 

年表や歴史資料などを用いて，

調査や諸資料から歴史に関するさ

まざまな情報を適切かつ効果的に

調べまとめる技能を身に付けてい

る。 

歴史に関わる事象の意味や意

義，特色や相互の関連を，人物や事

件，場所，事柄と日本史実との相互

依存関係，空間的相互依存作用，横

の関連性などに着目して，概念な

どを活用して多面的・多角的に考察

したり，歴史的な課題の解決に向け

て構想したりすることができる。 

考察，構想したことを効果的に説

明したり，それらを基に議論したり

することができる。 

知識及び技能を獲得したり，思考

力，判断力，表現力等を身に付けた

りすることに向けた粘り強い取り

組みを行おうとしている。また，粘

り強い取り組みを行う中で，自らの

学習を調整しようとしている。 

歴史に関わる諸事象について，

よりよい社会の実現を視野にそこ

で見られる課題を主体的に追究，

解決しようとしている。 

 

評価点 ７００点 ７００点 ７００点 

３ 評価の計画 

学期 単元 知識・技能 思考・判断・表現 
主体的に学習に 

取り組む態度 

１ 

学 

期 

第１部 近代化と私たち 

第１章 結びつく世界と日本の開国 

第２章 国民国家と明治維新 

第２部 国際秩序の変化や大衆化と私たち 

第３章 総力戦と社会運動 

第４章 経済危機と第二次世界大戦 

１節 世界恐慌の時代 

２節 ファシズムの伸長と共産主義 

・定期考査等 

・課題 

・ノート等の提出物 

 

 

・定期考査等 

・課題 

・授業中の行動観察 

・ノート等の提出物 

 

・課題 

・授業中の行動観察 

・ノート等の提出物 

・ワークシート 

 

評価点 ２４０点 ２４０点 ２４０点 

２ 

学 

期 

３節 日中戦争への道 

４節 第二次世界大戦の展開 

第３部 グローバル化と私たち 

・定期考査等 

・課題 

・ノート等の提出物 

・定期考査等 

・課題 

・授業中の行動観察 

・課題 

・授業中の行動観察 

・ノート等の提出物 

科目名 歴史総合 単位数 ２単位 学年等 ３学年 



 

 

５節 第二次世界大戦下の社会 

６節 国際連合と国際経済体制 

７節 占領と戦後改革 

 

 

・ノート等の提出物 

 

 

・ワークシート 

 

評価点 ３００点 ３００点 ３００点 

３ 

学 

期 

第３部 グローバル化と私たち 

第５章 冷戦と世界経済 

１節 冷戦下の地域紛争と脱植民地化 

２節 東西両陣営の動向と 1960年代 

  ３節 軍拡競争から緊張緩和へ 

 

・定期考査等 

・課題 

・ノート等の提出物 

・定期考査等 

・課題 

・授業中の行動観察 

・ノート等の提出物 

・課題 

・授業中の行動観察 

・ノート等の提出物 

・ワークシート 

評価点 １６０点 １６０点 １６０点 

４ 指導の計画 

学期 月 単元及び学習内容 時数 

１ 

学 

期 

 

４ 

 

５ 

 

６ 

 

７ 

第１部 近代化と私たち 

第１章 結びつく世界と日本の開国 

第２章 国民国家と明治維新 

第２部 国際秩序の変化や大衆化と私たち                            〈中間考査〉 

第３章 総力戦と社会運動 

第４章 経済危機と第二次世界大戦 

１節 世界恐慌の時代 

２節 ファシズムの伸長と共産主義                                〈期末考査〉 

 

 

 

 

 

 

 

24 

２ 

学 

期 

９ 

１０ 

 

１１ 

１２ 

３節 日中戦争への道 

４節 第二次世界大戦の展開 

第３部 グローバル化と私たち                                   〈中間考査〉 

５節 第二次世界大戦下の社会 

６節 国際連合と国際経済体制 

７節 占領と戦後改革                                      〈期末考査〉 

 

 

 

 

30 

３ 

学 

期 

１ 

 

２ 

 

 ３ 

第３部 グローバル化と私たち 

第５章 冷戦と世界経済 

１節 冷戦下の地域紛争と脱植民地化 

２節 東西両陣営の動向と 1960年代 

  ３節 軍拡競争から緊張緩和へ                                         〈学年末考査〉 

 

 

 

 

１0 

５ その他 
 

定期考査の結果だけでなく、日々の授業への参加・取り組み状況、提出物への取り組み状況などを総合的に評価します。 

授業進度により、変更の可能性があります。 



 

科目名 数学Ａ 
単位数 ２単位 

学年等 ３学年 

１ 学習の到達目標等 

学習の 

到達目標 

 数学的な見方・考え方を働かせ，数学的活動を通して，数学的に考える資質・能力 を次のとおり育成

することを目指す。  

（1） 図形の性質，場合の数と確率についての基本的な概念や原理・法則を体系的に理解するととも

に，数学と人間の活動の関係について認識を深め，事象を数学化したり，数学的に解釈したり，数学

的に表現・処理したりする技能を身に付けるようにする。  

（2） 図形の構成要素間の関係などに着目し，図形の性質を見いだし，論理的に考察する力，不確実な

事象に着目し，確率の性質などに基づいて事象の起こりやすさを判断する力，数学と人間の活動と

の関わりに着目し，事象に数学の構造を見いだし， 数理的に考察する力を養う。  

（3） 数学のよさを認識し数学を活用しようとする態度，粘り強く考え数学的論拠に基づいて判断しよ

うとする態度，問題解決の過程を振り返って考察を深めたり，評価・改善したりしようとする態度や創

造性の基礎を養う。 

 

使用教科書 

副教材等 
改訂版 最新 数学Ａ（数研出版） 

２ 評価の観点等 

観点 知識・技能 思考・判断・表現 
主体的に学習に取り組

む態度 

趣旨 

図形の性質，場合の数と確

率についての基本的な概念

や原理・法則を体系的に理

解するとともに，数学と人

間の活動の関係について認

識を深め，事象を数学化し

たり，数学的に解釈したり，

数学的に表現・処理したりす

る技能を身に付けるように

する。 

図形の構成要素間の関係などに着目し，図形の性質

を見いだし，論理的に考察する力，不確実な事象に着

目し，確率の性質などに基づいて事象の起こりやすさ

を判断する力，数学と人間の活動との関わりに着目

し，事象に数学の構造を見いだし，数理的に考察する

力を養う。 

数学のよさを認識し数

学を活用しようとする

態度，粘り強く考え数学

的論拠に基づいて判断

しようとする態度，問題

解決の過程を振り返っ

て考察を深めたり，評

価・改善したりしようと

する態度や創造性の基

礎を養う。 

評価点 ２１０ ２１０ ２１０ 

 

 

３ 評価の計画 

学期 単元 知識・技能 思考・判断・表現 
主体的に学習に 

取り組む態度 

１ 

・場合の数 

・確率① 

・定期考査 ・定期考査 

・振り返りシート 

・課題 

・授業の行動観察 

・振り返りシート 

・課題 

・授業の行動観察 

評価点 70 70 70 



 

２ 

・確率② 

・三角形の性質 

・円の性質 

・定期考査 ・定期考査 

・振り返りシート 

・課題 

・授業の行動観察 

・振り返りシート 

・課題 

・授業の行動観察 

評価点 70 70 70 

３ 

・約数と倍数 

・１次不定方程式 

・定期考査 ・定期考査 

・振り返りシート 

・課題 

・授業の行動観察 

・振り返りシート 

・課題 

・授業の行動観察 

評価点 70 70 70 

４ 指導の計画 

学期 月 単元及び学習内容 時数 

1 

４ 

 

５ 

 

６ 

７ 

第１章 場合の数と確率 

第１節 場合の数① (集合、集合の要素の個数、樹形図、和の法則、積の法則、順列) 

  

 

場合の数② (円順列と重複順列、組合せ) 

第２節 確率① (確率の意味、確率の計算、確率の基本性質、和事象の確率) 

 

 

10 

 

 

16 

 

 

2 

８ 

９ 

１０ 

１１ 

１２ 

       確率② (余事象の確率、独立な思考の確率、条件付き確率、期待値) 

第２章 図形の性質 

第１節 三角形の性質① (角の二等分線と比、三角形の外心、内心、重心) 

   

 

三角形の性質② (チェバ・メネラウスの定理) 

 第２節  円の性質 

 

 

 

10 

 

16 

3 

１ 

２ 

３ 

第３章 数学と人間の活動 

 ・約数と倍数 

 ・１次不定方程式 

 

 

 

12 

５ その他 

 

 

１学期中間考査 

１学期期末考査 

２学期中間考査 

学年末考査 

２学期期末考査 



 

科目名 数学 B 
単位数 ２単位 

学年等 ３学年(選択) 

１ 学習の到達目標等 

学習の 

到達目標 

 数学的な見方・考え方を働かせ，数学的活動を通して，数学的に考える資質・能力 を次のとおり育成

することを目指す。  

（1） 数列，統計的な推測についての基本的な概念や原理・法則を体系的に理解するとともに，数学と

社会生活の関わりについて認識を深め，事象を数学化したり，数学的に解釈したり，数学的に表

現・処理したりする技能を身に付けるようにする。  

（2） 離散的な変化の規則性に着目し，事象を数学的に表現し考察する力，確率分布や標本分布の性質

に着目し，母集団の傾向を推測し判断したり，標本調査の方法や結果を批判的に考察したりする

力，日常の事象や社会の事象を数学化し，問題を解決したり，解決の過程や結果を振り返って考

察したりする力を養う。 

（3） 数学のよさを認識し数学を活用しようとする態度，粘り強く柔軟に考え数学的論拠に基づいて判

断しようとする態度，問題解決の過程を振り返って考察を深めたり，評価・改善したりしようとす

る態度や創造性の基礎を養う。 

使用教科書 

副教材等 
改訂版 最新 数学 B（数研出版） 

２ 評価の観点等 

観点 知識・技能 思考・判断・表現 
主体的に学習に取り組

む態度 

趣旨 

数列，統計的な推測につい

ての基本的な概念や原理・

法則を体系的に理解すると

ともに，数学と社会生活の

関わりについて認識を深

め，事象を数学化したり，数

学的に解釈したり，数学的

に表現・処理したりする技能

を身に付けるようにする。  

 

離散的な変化の規則性に着目し，事象を数学的に表

現し考察する力，確率分布や標本分布の性質に着目

し，母集団の傾向を推測し判断したり，標本調査の方

法や結果を批判的に考察したりする力，日常の事象や

社会の事象を数学化し，問題を解決したり，解決の過

程や結果を振り返って考察したりする力を養う。 

数学のよさを認識し数

学を活用しようとする

態度，粘り強く考え数学

的論拠に基づいて判断

しようとする態度，問題

解決の過程を振り返っ

て考察を深めたり，評

価・改善したりしようと

する態度や創造性の基

礎を養う。 

評価点 ２１０ ２１０ ２１０ 

 

 

３ 評価の計画 

学期 単元 知識・技能 思考・判断・表現 
主体的に学習に 

取り組む態度 

１ 

数列 ・定期考査 ・定期考査 

・振り返りシート 

・課題 

・授業の行動観察 

・振り返りシート 

・課題 

・授業の行動観察 

評価点 70 70 70 



 

２ 

平面上のベクトル 

空間上のベクトル 

・定期考査 ・定期考査 

・振り返りシート 

・課題 

・授業の行動観察 

・振り返りシート 

・課題 

・授業の行動観察 

評価点 70 70 70 

３ 

確率分布と統計的な推測 ・定期考査 ・定期考査 

・振り返りシート 

・課題 

・授業の行動観察 

・振り返りシート 

・課題 

・授業の行動観察 

評価点 70 70 70 

４ 指導の計画 

学期 月 単元及び学習内容 時数 

1 

４ 

 

５ 

 

６ 

７ 

第３章 数列 

第１節 数列とその和 

  

 

 第２節 漸化式と数学的帰納法 

 

 

10 

 

 

16 

 

 

2 

８ 

 

９ 

１０ 

１１ 

 

１２ 

第１章 平面上のベクトル 

第１節 ベクトルとその演算 

第２節 ベクトルと平面図形 

   

 

第２章 空間のベクトル 

 

 

 

６ 

１０ 

 

１0 

3 

１ 

２ 

３ 

第４章 確率分布と統計的な推測 

 第１節 確率分布 

 第２節 統計的な推測  
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５ その他 

 

 

１学期中間考査 

１学期期末考査 

２学期中間考査 

学年末考査 

２学期期末考査 



 

科目名 数学Ⅲ 
単位数 3単位 

学年等 ３学年(選択) 

１ 学習の到達目標等 

学習の 

到達目標 

 数学的な見方・考え方を働かせ，数学的活動を通して，数学的に考える資質・能力 を次のとおり育成

することを目指す。  

（1）極限，微分法及び積分法についての概念や原理・法則を体系的に理解するとともに，事象を数学化

したり，数学的に解釈したり，数学的に表現・処理したりする技 能を身に付けるようにする。 

（2）数列や関数の値の変化に着目し，極限について考察したり，関数関係をより深く 捉えて事象を的

確に表現し，数学的に考察したりする力，いろいろな関数の局所的 な性質や大域的な性質に着目し，

事象を数学的に考察したり，問題解決の過程や結 果を振り返って統合的・発展的に考察したりする力

を養う。 

（3）数学のよさを認識し積極的に数学を活用しようとする態度，粘り強く柔軟に考え 数学的論拠に基

づいて判断しようとする態度，問題解決の過程を振り返って考察を 深めたり，評価・改善したりしよう

とする態度や創造性の基礎を養う。 

使用教科書 

副教材等 
改訂版 最新 数学Ⅲ（数研出版）、Study-Up ノート 数学Ⅲ 

２ 評価の観点等 

観点 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

趣旨 

・「知識」に関しては，「数学 I」，「数学Ⅱ」

と同様に，学習するそれぞれの内容につ

いての概念や原理・法則を体系的に理解

することが重要である。そのために，新し

く学習する概念や原理・法則などを一方

的に提示するのではなく，数学的活動を

重視し，既習の知 識と関連付け，より深

く体系的に理解できるようにする。 

・「技能」に関しては，事象を数学化した

り，数学的に解釈したり，数学的に表現・ 

処理したりするための技能を身に付ける

ことが重要である。例えば，「微分法」の

学習で は，事象における二つの数量の

関係に着目して関数の式を求め，微分す

るなどしてその関 数のグラフをかき，関

数の値の変化を的確につかむ技能を身

に付けることができるようにする。 

「（1）極限」の学習では，式を多面

的に捉えたり目的に応じて適切

に変形したり して，極限を求める

方法を考察することができるよう

にする。 

「（2）微分法」の学習では， 関数

の連続性と微分可能性，関数のグ

ラフの形状とその導関数や第二

次導関数の関係について考察す

ることができるようにする。 

「（3）積分法」の学習では，微分法

と積分法の関係 を基に図形の面

積や立体の体積，曲線の長さを求

める方法を考察できるようにす

る。 

極限，微分法，積分法について

「数学Ⅱ」の学習内容より深い

内容を取り扱いながら，「積極

的に」数学を活用する態度を養

う。また，数学のよさを認識 

し，数学を活用しようとする態

度，問題解決の過程を振り返っ

て考察を深めたり，評価・ 改善

したりしようとする態度を養う

ことについては「数学Ⅱ」と同

様であるが，全体を通して質的

な向上を目指す。 

評価点 ２１０ ２１０ ２１０ 

 

 

 

 

 



 

 

３ 評価の計画 

学期 単元 知識・技能 思考・判断・表現 
主体的に学習に 

取り組む態度 

１ 

第１章 関数 

第２章 極限 

・定期考査 ・定期考査 

・振り返りシート 

・課題 

・授業の行動観察 

・振り返りシート 

・課題 

・授業の行動観察 

評価点 70 70 70 

２ 

第３章 微分法とその応用 

  

・定期考査 ・定期考査 

・振り返りシート 

・課題 

・授業の行動観察 

・振り返りシート 

・課題 

・授業の行動観察 

評価点 70 70 70 

３ 

第４章 積分法とその応用 ・定期考査 ・定期考査 

・振り返りシート 

・課題 

・授業の行動観察 

・振り返りシート 

・課題 

・授業の行動観察 

評価点 70 70 70 

４ 指導の計画 

学期 月 単元及び学習内容 時数 

1 

４ 

 

５ 

 

６ 

７ 

第１章 関数 

   

  

第２章 極限 

15 

 

24 

2 

８ 

９ 

１０ 

１１ 

１２ 

第３章 微分法とその応用 

 第１節 導関数 

 

 

 第２節 微分法の応用 

 

 

18 

 

 

24 

3 

１ 

２ 

３ 

第４章 積分法とその応用 

 

 

15 

５ その他 

 

 

１学期期末考査 

２学期中間考査 

学年末考査 

２学期期末考査 

１学期中間考査 



 

科目名 物理基礎 
単位数 ２単位 

学年等 ３学年 

１ 学習の到達目標等 

学習の 

到達目標 

自然の事物・現象に関わり、理科の見方・考え方を働かせ、見通しをもって観察、実験を行うこと

などを通して、自然の事物・現象を科学的に探究するために必要な資質・能力を次のとおり育成す

ることを目指す。 

⑴ 自然と人間生活との関わり及び科学技術（特に工業）と人間生活との関わりについての理解を

深め、科学的に探究するために必要な観察、実験などに関する技能を身に付けるようにする。 

⑵ 観察、実験などを行い、人間生活と関連付けて科学的に探究する力を養う。 

⑶ 自然の事物・現象に進んで関わり、科学的に探究しようとする態度を養うとともに、科学に対

する興味・関心を高める。 

使用教科書 

副教材等 

第一学習社 高等学校 新物理基礎 

第一学習社 ネオパルノート 物理基礎 

２ 評価の観点等 

観点 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

趣旨 

自然と人間生活との関わり及び科

学技術（特に工業）と人間生活との

関わりについての理解を深め、科

学的に探究するために必要な観

察、実験などに関する技能を身に

付けている。 

自然の事物・現象から問題を見い

だし、見通しをもって観察、実験な

どを行い、得られた結果を分析し

て解釈し、人間生活と関連付けて

表現するなど、科学的に探究して

いる。 

自然の事物・現象に進んで関わり、

見通しをもったり振り返ったりす

るなど、科学的に探究しようとし

ている。 

評価点 600 点 600 点 600 点 

３ 評価の計画 

学期 単元 知識・技能 思考・判断・表現 
主体的に学習に 

取り組む態度 

１ 

学 

期 

〔第Ⅳ章 電気〕 

第１節 電荷と電流 

第２節 電流と磁場 

第３節 エネルギーとその利用 

〔第Ⅱ章 熱〕 

 第１節 熱とエネルギー  

・定期考査等 

・授業の行動観察 

・ワークシートの

記述分析 

・定期考査等 

・授業の行動観察 

・ワークシートの

記述分析 

・授業中の発問へ

の応答意欲等 

・学習課題や探究

活動への意欲等 

評価点 230 点 230 点 230 点 

２ 

学 

期 

〔第Ⅲ章 波動〕 

第１節 波の性質 

第２節 音波 

 ※光・地震波 

・定期考査等 

・授業の行動観察 

・ワークシートの

記述分析 

・定期考査等 

・授業の行動観察 

・ワークシートの

記述分析 

・授業中の発問へ

の応答意欲等 

・学習課題・探究活

動への意欲等 

評価点 260 点 260 点 260 点 

３ 

学 

期 

〔第Ⅰ章 運動とエネルギー〕 

第２節 力と運動の法則 

第３節 仕事と力学的エネルギー 

 

 

・定期考査等 

・授業の行動観察 

・ワークシートの

記述分析 

・定期考査等 

・授業の行動観察 

・ワークシートの

記述分析 

・授業中の発問へ

の応答意欲等 

・学習課題や探究

活動への意欲等 



 

評価点 110 点 110 点 110 点 

 

４ 指導の計画 

学期 月 単元及び学習内容 時数 

 １ 

学 

期 

４ 

 

５ 

 

６ 

 

 

７ 

〔第Ⅳ章 電気〕 

第１節 電荷と電流 

第２節 電流と磁場 

１学期中間考査 

第３節 エネルギーとその利用 

〔第Ⅱ章 熱〕 

 第１節 熱とエネルギー  

１学期期末考査 

    探究活動  熱機関 

  

 

 10 

 

   

 

16 

 ２ 

学 

期 

８ 

 

９ 

 

10 

 

 

11 

   

 

12 

 

〔第Ⅲ章 波動〕 

第１節 波の性質 

 

第２節 音波 

２学期中間考査 

 

 第２節 音波 

 ※光・地震波 

                           ２学期期末考査 

探究活動  回折と干渉 

  

 

 

12 

 

 

  

18 

 

 

 

  

３ 

学 

期 

１ 

 

 

２ 

 

３ 

〔第Ⅰ章 運動とエネルギー〕 

第２節 力と運動の法則 

第３節 仕事と力学的エネルギー 

学年末考査 
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５ その他 

○ 物理基礎の授業では、学習プリントを活用します。記録と保管に務めましょう。 

○ 学習課題や振り返り教材は Classroom でも提供します。自宅学習や定期考査への準備に役立て下さい。 

○ 探究活動においては、これまで学習内容から各個人で考察を行い、科学的に探究する力を育成します。 

 



 

科目名 体育 
単位数 3単位 

学年等 3学年 

１ 学習の到達目標等 

学習の 

到達目標 

体育の見方・考え方を働かせ、課題を発見し、合理的、計画的な解決に向けた学習過程を通して、心と

体を一体として捉え、生涯にわたって豊かなスポーツライフを継続するとともに、自己の状況に応じて

体力の向上を図るための資質・能力を次のとおり育成することを目指す。 

（1）  運動の合理的、計画的な実践を通して、運動の楽しさや喜びを深く味わい、生涯にわたって運動

を豊かに継続することができるようにするため、運動の多様性や体力の必要性について理解する

とともに、それらの技能を身に付けるようにする。 

（2）  生涯にわたって運動を豊かに継続するための課題を発見し、合理的、計画的な解決に向けて思考

し判断するとともに、自己や仲間の考えたことを他者に伝える力を養う。 

（3）  運動における競争や協働の経験を通して、公正に取り組む、互いに協力する、自己の責任を果た

す、参画する、一人一人の違いを大切にしようとするなどの意欲を育てるとともに、健康・安全を

確保して、生涯にわたって継続して運動に親しむ態度を養う。 

使用教科書 

副教材等 
 

２ 評価の観点等 

観点 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

趣旨 

 運動の合理的、計画的な実践を通

して、運動の楽しさや喜びを深く味

わい、生涯にわたって運動を豊か

に継続することができるようにす

るため、運動の多様性や体力の必

要性について理解しているととも

に、それらの技能を身に付けてい

る。 

 生涯にわたって運動を豊かに継

続するための課題を発見し、合理

的、計画的な解決に向けて思考し

判断しているとともに、自己や仲間

の考えたことを他者に伝えている。 

運動における競争や協働の経験

を通して、公正に取り組む、互いに

協力する、自己の責任を果たす、参

画する、一人一人の違いを大切に

しているとともに、健康・安全を確

保して、生涯にわたって継続して運

動に親しむための学習に主体的に

取り組もうとしている。 

評価点 300点 300点 300点 

３ 評価の計画 

学期 単元 知識・技能 思考・判断・表現 
主体的に学習に 

取り組む態度 

1 

学 

期 

A 体つくり運動 

Ｅ 球技（ネット型、ベースボール型） 

 H 体育理論（第３章 ア） 

・実技テスト 

・小テスト 

・授業中の行動観察 

・小テスト 

・授業中の行動観察 

・自己評価シート 

評価点 100点 100点 100点 

2 

学 

期 

Ｅ 球技（ゴール型、ネット型、ベースボール型） 

Ｈ 体育理論（第３章 イ、ウ） 

・実技テスト 

・小テスト 

・授業中の行動観察 

・小テスト 

・授業中の行動観察 

・自己評価シート 

評価点 100点 100点 100点 

3 

学 

期 

Ｃ 陸上競技 

E 球技（ゴール型、ネット型） 

H 体育理論(第３章 エ) 

・実技テスト 

・小テスト 

・授業中の行動観察 

・小テスト 

・授業中の行動観察 

・自己評価シート 

評価点 100点 100点 100点 

 



 

４ 指導の計画 

学期 月 単元及び学習内容 時数 

1 

学 

期 

4 

 

5 

6 

 

7 

 

 A 体つくり運動 

   ア 体ほぐしの運動 

   イ 実生活に生かす運動の計画 

選択制授業（4月～7月） 

  E 球技 

    イ ネット型（バレーボール、ソフトテニス） 

    ウ ベースボール型（ソフトボール） 

 H 体育理論 

  第 3章 豊かなスポーツライフの設計の仕方 

   ア ライフステージにおけるスポーツの楽しみ方 

9 

 

21 

 

2 

 

2 

学 

期 

 8 

9 

10 

11 

 

 

 

12 

選択制授業（8月～9月） 

  Ｅ 球技 

    イ ネット型（バレーボール、ソフトテニス） 

    ウ ベースボール型（ソフトボール） 

選択制授業（10月～11月） 

  E 球技 

    ア ゴール型（サッカー、バスケットボール） 

    イ ネット型（バドミントン） 

Ｈ 体育理論 

第 3章 豊かなスポーツライフの設計の仕方 

 イ ライフステージに応じたスポーツとの関わり方 

    ウ スポーツ推進のための施策と諸条件 

 

12 

 

 

 

28 

 

 

2 

 

 

 

3 

学 

期 

 

1 

2 

 

 

 

Ｃ 陸上競技 

   ア 長距離走 

選択制授業（1月～2月） 

  E 球技 

    ア ゴール型（サッカー、バスケットボール） 

    イ ネット型（バドミントン） 

Ｈ 体育理論 

第 3章 豊かなスポーツライフの設計の仕方 

 エ 豊かなスポーツライフが広がる未来の社会 

6 

 

 

14 

 

 

2 

５ その他 

 

 



 

科目名 英語コミュニケーションⅡ 
単位数 ２単位 

学年等 ３学年 

 

１ 学習の到達目標等 

学習の 

到達目標 

外国語によるコミュニケーションにおける見方・考え方を働かせ,外国語による聞くこと, 読むこと, 

話すこと, 書くことの言語活動及びこれらを結び付けた統合的な言語活動を通して, 情報や考えなど

を的確に理解したり適切に表現したり伝え合ったりするコミュニケーションを図る資質・能力を次のと

おり育成することを目指す。 

（1）外国語の音声や語彙, 表現, 文法，言語の働きなどの理解を深めるとともに,これらの知識を, 聞く

こと，読むこと，話すこと, 書くことによる実際のコミュニケーションにおいて，目的や場面，状況など

に応じて適切に活用できる技能を身に付けるようにする。 

（2）コミュニケーションを行う目的や場面, 状況などに応じて，日常的な話題や社会的な話題につい

て，外国語で情報や考えなどの概要や要点，詳細，話し手や書き手の意図などを的確に理解したり, 

これらを活用して適切に表現したり伝え合ったりすることができる力を養う。 

（3）外国語の背景にある文化に対する理解を深め，聞き手，読み手，話し手，書き手に配慮しながら，主

体的，自律的に外国語を用いてコミュニケーションを図ろうとする態度を養う。 

使用教科書 

副教材等 

COMET English Communication Ⅱ（数研出版） 

COMET English Communication Ⅱ ベーシックノート（数研出版） 

 

２評価の観点等 

観点 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

趣旨 

・外国語の音声や語彙，表現，文法，

言語の働きなどについて理解を深

めている。 ・外国語の音声や語彙，

表現， 文法，言語の働きなどの知

識を，聞くこと，読むこと，話すこ

と，書くことによる実際のコミュニ

ケーションにおいて，目的や場面，

状況などに応じて適切に活用でき

る技能を身に付けている。 

コミュニケーションを行う目的や場

面，状況などに応じて，日常的な話

題や社会的な話題について，外国

語で情報や考えなどの概要や要

点，詳細，話し手や書き手の意図な

どを的確に理解したり，これらを活

用して適切に表現したり伝え合っ

たりしている。 

外国語の背景にある文化に対する

理解を深め，聞き手，読み手，話し

手，書き手に配慮しながら，主体

的，自律的に外国語を用いてコミュ

ニケーションを図ろうとしている。 

評価点 6００点 6００点 6００点 

 

３評価の計画 

学期 単元 知識・技能 思考・判断・表現 
主体的に学習に 

取り組む態度 

1 

学 

期 

Lesson 7 You Can Make a Difference 

Lesson 8 Nudge 

・定期考査等 

・学習課題等 

・定期考査等 

・学習課題等 

・パフォーマンステ

スト等 

・授業中の行動観察 

・学習課題等 

・パフォーマンステ

スト等 

評価点 ２００点 ２００点 ２００点 



 

２ 

学 

期 

Lesson 9 The Father of Braille Blocks 

Lesson 10 Do We Need That? 

・定期考査等 

・学習課題等 

・定期考査等 

・学習課題等 

・パフォーマンステ

スト等 

・授業中の行動観察 

・学習課題等 

・パフォーマンステ

スト等 

評価点 ２００点 ２００点 ２００点 

3 

学 

期 

Lesson 11 The Vancouver Asahi 

Lesson 12 From Small Companies to 

the World 

・定期考査等 

・学習課題等 

・定期考査等 

・学習課題等 

・パフォーマンステ

スト等 

・授業中の行動観察 

・学習課題等 

・パフォーマンステ

スト等 

評価点 ２００点 ２００点 ２００点 

４指導の計画 

学期 月 単元及び学習内容 時数 

１ 

学 

期 

４ 

５ 

６ 

７ 

Lesson 7 You Can Make a Difference 

                                                     １学期中間考査 

Lesson 8 Nudge 

                                                     １学期期末考査  

 

10 

 

16 

２ 

学 

期 

８ 

９ 

１０ 

１１ 

１２ 

Lesson 9 The Father of Braille Blocks 

 

                                                     ２学期中間考査 

Lesson 10 Do We Need That? 

                                                     ２学期期末考査 

 

 

12 

 

18 

３ 

学 

期 

１ 

２ 

３ 

Lesson 11 The Vancouver Asahi 

Lesson 12 From Small Companies to the World 

                                                        学年末考査 

 

 

8 

５その他 

〇 授業中または考査において、パフォーマンステスト（ライティング、インタビュー、プレゼンテーション等）が課されます。 

〇 生徒の学習到達度に依って、計画変更の可能性があります。 

 



 

科目名 英語演習 
単位数 ２単位 

学年等 ３学年(選択） 

１ 学習の到達目標等 

学習の 

到達目標 

外国語によるコミュニケーションにおける見方・考え方を働かせ,外国語による聞くこと, 読むこと, 

話すこと, 書くことの言語活動及びこれらを結び付けた統合的な言語活動を通して, 情報や考えなど

を的確に理解したり適切に表現したり伝え合ったりするコミュニケーションを図る資質・能力を次のと

おり育成することを目指す。 

（1）外国語の音声や語彙, 表現, 文法，言語の働きなどの理解を深めるとともに,これらの知識を, 聞く

こと，読むこと，話すこと, 書くことによる実際のコミュニケーションにおいて，目的や場面，状況など

に応じて適切に活用できる技能を身に付けるようにする。 

（2）コミュニケーションを行う目的や場面, 状況などに応じて，日常的な話題や社会的な話題につい

て，外国語で情報や考えなどの概要や要点，詳細，話し手や書き手の意図などを的確に理解したり, 

これらを活用して適切に表現したり伝え合ったりすることができる力を養う。 

（3）外国語の背景にある文化に対する理解を深め，聞き手，読み手，話し手，書き手に配慮しながら，主

体的，自律的に外国語を用いてコミュニケーションを図ろうとする態度を養う。 

使用教科書 

副教材等 

COMET English Communication Ⅱ（数研出版） 

新訂版 チャート式シリーズ DUALSCOPE High School English デュアルスコープ総合英語（数

研出版） 

五訂版 UNITE 英語総合問題集 STAGE２（数研出版） 

三訂版 大学入試データ分析 英単語 VALUE1400[3000 語レベル]（数研出版） 

２ 評価の観点等 

観点 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

趣旨 

・外国語の音声や語彙，表現，文法，

言語の働きなどについて理解を深

めている。 ・外国語の音声や語彙，

表現， 文法，言語の働きなどの知

識を，聞くこと，読むこと，話すこ

と，書くことによる実際のコミュニ

ケーションにおいて，目的や場面，

状況などに応じて適切に活用でき

る技能を身に付けている。 

コミュニケーションを行う目的や場

面，状況などに応じて，日常的な話

題や社会的な話題について，外国

語で情報や考えなどの概要や要

点，詳細，話し手や書き手の意図な

どを的確に理解したり，これらを活

用して適切に表現したり伝え合っ

たりしている。 

外国語の背景にある文化に対する

理解を深め，聞き手，読み手，話し

手，書き手に配慮しながら，主体

的，自律的に外国語を用いてコミュ

ニケーションを図ろうとしている。 

評価点 6００点 6００点 6００点 

３ 評価の計画 

学期 単元 知識・技能 思考・判断・表現 
主体的に学習に 

取り組む態度 

１ 

UNITE 2 Lesson１～6 

文の組み立て （第 2 章） 

時制(1)(2) （第 3・４章） 

助動詞 （第 5 章） 

動詞の態 （第６章） 

不定詞 （第７章） 

・定期考査等 

・学習課題等 

・定期考査等 

・学習課題等 

・パフォーマンステ

スト等 

・授業中の行動観察 

・学習課題等 

・パフォーマンステ

スト等 

評価点 ２００点 ２００点 ２００点 



 

２ 

UNITE 2 Lesson 7～12 

不定詞 （第 7 章） 

動名詞 （第 8 章） 

分詞 （第 9 章） 

比較 （第 10 章） 

関係詞 （第 11 章） 

・定期考査等 

・学習課題等 

・定期考査等 

・学習課題等 

・パフォーマンステ

スト等 

・授業中の行動観察 

・学習課題等 

・パフォーマンステ

スト等 

評価点 ２００点 ２００点 ２００点 

３ 

UNITE 2 Lesson 13～15 

関係詞 （第 11 章） 

仮定法 （第 12 章） 

・定期考査等 

・学習課題等 

・定期考査等 

・学習課題等 

・パフォーマンステ

スト等 

・授業中の行動観察 

・学習課題等 

・パフォーマンステ

スト等 

評価点 ２００点 ２００点 ２００点 

４ 指導の計画 

学期 月 単元及び学習内容 時数 

１ 

 

４ 

５ 

６ 

 

７ 

UNITE 2 Lesson１～6 

文の組み立て （第 2 章） 

時制(1)(2) （第 3・４章） 

助動詞 （第 5 章） 

動詞の態 （第 6 章） 

不定詞 （第 7 章） 

パフォーマンステスト等 

                                                     １学期期末考査  

 

 

 

 

 

 

 

28 

２ 

 

８ 

９ 

１０ 

１１ 

１２ 

UNITE 2 Lesson 7～12 

不定詞 （第 7 章） 

動名詞 （第 8 章） 

分詞 （第 9 章） 

比較 （第 10 章） 

関係詞 （第 11 章） 

パフォーマンステスト等 

                                                     ２学期期末考査 

 

 

 

 

 

 

 

28 

３ 

 

１ 

２ 

３ 

UNITE 2 Lesson 13～15 

関係詞 （第 11 章） 

仮定法 （第 12 章） 

パフォーマンステスト等 

                                                       学年末考査 

 

 

 

 

8 

５ その他 

・第１学期、第２学期、第３学期の評価方法で評価した各学期の評価を、１年間を通じて同様の観点で総合的に評価します。 

・パフォーマンステストは、「聞く」・「読む」・「話す」・「書く」ことの中から実施します。詳細は授業の中で連絡します。 

・生徒の学習到達度に依って、計画変更の可能性があります。 

 



 

科目名 課題研究 
単位数 3単位 

学年等 機械科3学年 

１ 学習の到達目標等 

学習の 

到達目標 

 工業の見方・考え方を働かせ、実践的・体験的な学習活動を行うことなどを通して、社会を支え産業の

発展を担う職業人として必要な資質・能力を次のとおり育成することを目指す。 

(１) 工業の各分野について体系的・系統的に理解するとともに、相互に関連付けられた技術を身に付

けるようにする。 

(２) 工業に関する課題を発見し、工業に携わる者として独創性に解決策を探求し、科学的な根拠に基

づき創造的に解決する力を養う。 

(３) 課題を解決する力の向上を目指して自ら学び、工業の発展や社会貢献に主体的かつ協働的に取

り組む態度を養う。 

使用教科書 

副教材等 
実教出版「工業 701工業技術基礎」 

２ 評価の観点等 

観点 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

趣旨 

工業の各分野について体系的・系

統的に理解するとともに、相互に関

連付けられた技術を身に付けてい

る。 

工業に関する課題を発見し、工業

に携わる者として独創性に解決策

を探求し、科学的な根拠に基づき

創造的に解決する力を身に付けて

いる。 

課題を解決する力の向上を目指し

て自ら学び、工業の発展や社会貢

献に主体的かつ協働的に取り組ん

でいる。 

評価点 ３００点 ３００点 ３００点 

３ 評価の計画 

 学習内容 知識・技能 思考・判断・表現 
主体的に学習に 

取り組む態度 

A 

資格取得とものづくり 

（1） 地球温暖化対策グリーカーテン製作 

（2） 初級CAD検定（機械） 

（3） 次世代加工機を使ったものづくり 

工作機械・道具の

取り扱い、操作 

安全作業 

レポート 

授業中の行動観察 

レポート 

授業態度 

清掃 

 

評価点 ３00点 ３00点 ３00点 

B 

防災ベンチの製作 

（１）製作工程 

（２）今後の活動、課題製作 

（３）寄贈計画 

・工作機械・道具の 

取り扱い、操作 

・安全作業 

・授業中の行動観察 

・研究発表 

・振り返りシート 

・研究課題 

・授業中の行動観察 

・研究発表 

・振り返りシート 

評価点 ３00点 ３00点 ３00点 

C 

銅板折り鶴製作 

（１）製作工程、これまでの平和活動の流れ 

（２）今後の活動、課題製作 

（３）地域活動(広島ピースデパート、市工祭) 

・工作機械・道具の 

取り扱い、操作 

・安全作業 

・授業中の行動観察 

・研究発表 

・振り返りシート 

・研究課題 

・授業中の行動観察 

・研究発表 

・振り返りシート 

評価点 ３00点 ３00点 ３00点 

D 

５軸加工機を使った作品制作 

（1） 作品企画 

（2） 生産技術 

安全配慮 

研究課題（作品等） 

報告書・行動観察 

安全配慮 

研究課題（作品等） 

報告書・行動観察 

安全配慮 

研究課題（作品等） 

報告書・行動観察 



 

（3） 改善 

評価点 ３００点 ３００点 ３００点 

E 

からくり改善を用いた改善活動 

（１）事前研修 

（２）計画立案 

（３）課題制作・発表 

・工作機械・道具の 

取り扱い、操作 

・安全作業 

 

・授業中の行動観察 

・研究発表 

・研究課題 

・授業中の行動観察 

・研究発表 

 

評価点 ３００点 ３００点 ３００点 

４ 指導の計画 

学期 月 単元及び学習内容 時数 

１ 

４ 

 

５ 

 

 

６ 

 

７ 

PLAN 

 オリエンテーション 

 各班（区分）で課題を設定する。 

 課題達成までの計画を立てる。 

 

DO 

計画に基づいて取り組む。 

 

３5 

２ 

８ 

 

９ 

 

10 

 

11 

 

 

12 

CHECK 

 当初、立案した課題や計画に変更等があれば修正する。 

 

ACTION 

 修正した計画等に従って、取り組む。 

 

 

 市工祭での中間発表に向けて準備する。 

 

 

 課題達成に向けて取り組む。 

 

３学期の発表会に向けて準備を開始する。 

４5 

３ 

１ 

 

２ 

 

PRESENTATION 

 各課題についてのまとめを行う。 

 

 課題研究発表会ならびに科内発表会を行う。 

１6 

５ その他 

意欲的に取り組み、創造的・実践的な態度ならびに安全に対する心構えが身に付いているか等を総合的に判断する。 

A～Eの研究班ごとに評価する。 

 



 

科目名 実習 
単位数 3単位 

学年等 機械科3学年 

１ 学習の到達目標等 

学習の 

到達目標 

 工業の見方・考え方を働かせ、実践的・体験的な学習活動を行うことなどを通して、工業の発展を担う

職業人として必要な資質・能力を次のとおり育成することを目指す。 

（１） 工業の各分野に関する技術を実際の作業に即して総合的に理解するとともに、関連する技術を身

に付けるようにする。 

（２） 工業の各分野の技術に関する課題を発見し、工業に携わる者として科学的な根拠に基づき工業

技術の進展に対応し解決する力を養う。 

（３） 工業の各分野に関する技術の向上を目指して自ら学び、工業の発展に主体的かつ協働的に取り

組む態度を養う。 

使用教科書 

副教材等 
実教出版「工業 701工業技術基礎」 

２ 評価の観点等 

観点 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

趣旨 

工業の各分野に関する技術を実際

の作業に即して総合的に理解する

とともに、関連する技術を身に付け

ている。 

工業の各分野の技術に関する課題

を発見し、工業に携わる者として科

学的な根拠に基づき工業技術の進

展に対応し解決する力を身に付け

ている。 

工業の各分野に関する技術の向上

を目指して自ら学び、工業の発展

に主体的かつ協働的に取り組んで

いる。 

評価点 400点 400点 400点 

３ 評価の計画 

区分 項目 知識・技能 思考・判断・表現 
主体的に学習に 

取り組む態度 

A 
特機 

課題制作 

行動観察 

 

課題制作 

行動観察 

提出作品 

行動観察 

提出作品 

            評価点  100点 100点 100点 

B 
FMS 

提出作品（CAM） 

報告書 

行動観察 

提出作品（CAD） 

報告書 

行動観察 

提出作品 

報告書 

行動観察 

評価点 100点 100点 100点 

C 
CAD 

課題作成 

授業中の行動観察 

授業中の行動観察 

課題・作業レポート 

課題・作業レポート 

振り返りシート等 

評価点 100点 100点 100点 

D 
シーケンス 

課題作成 

授業中の行動観察 

課題の完成度 

授業中の行動観察 

完成課題（発表） 

作業レポート 

評価点 100点 100点 100点 

 

 



 

４ 指導の計画 

項目 区分 単元及び学習内容 時数 

A 特機 

1 課題説明 

 1-1 旋盤加工方法 1-2 円筒研削盤加工方法 

２使用機械の説明 

 2-1 旋盤安全教育 2-2 円筒研削盤安全教育 2-3 ギヤシェーパー安全教育 

３課題制作（旋盤） 

3-1 原点合わせ 3-2 溝入れ加工 3-3 ローレット加工 

４課題制作（円筒研削盤） 

4-1 原点合わせ 4-2 精密加工 

５歯車制作（ギヤシェーパー） 

 5-1 機能説明 5-2NC制御加工 

２5 

B FMS 

1 安全教育（FMSの特性） 

2CAMのユーザインタフェースと操作 

3CAD機能ワイアフレーム（直線・文字） 

4CAM機能（ツールパス・ポスト） 

5MC加工（切削） 

6 作品制作（MC加工・レーザー加工） 

２5 

C CAD 

1．Auto CADシステ基本操作確認 ２．Auto CAD システ応用操作 

３.課題作成①②(練習)、③④(機械製図検定課題製作) 

４. Fusion 360 システム基本操作確認 ５.  Fusion 360 システム応用操作 

６. ３Dプリンタを利用した課題作成②(立体図形)。 

21 

D 

シー

ケン

ス 

1 オリエンテーション（身近にあるシーケンス制御を考える） 2 電気用図記号を覚える 

3 シーケンス図の書き方を理解する 4 押しボタンスイッチの動作について理解する 

5 ＡＮＤ回路の動作について理解する 6 ＯＲ回路の動作について理解する 

7 ＮＯＴ回路の動作について理解する 8 自己保持回路の動作について理解する 

9 それぞれの回路のプログラムを製作・演習する 

10 各自で独自の回路を製作し，発表する 

25 

５ その他 

〇A～Dの4つのパートを 1年間で学習する。 

〇安全教育等の作業に対する心得を習得する。 

〇１・２年生で行った実習の応用や技術者としての心得を学習する。 

 



 

科目名 製図 
単位数 3単位 

学年等 機械科3学年 

１ 学習の到達目標等 

学習の 

到達目標 

 工業の見方・考え方を働かせ、実践的・体験的な学習活動を行うことなどを通して、工業の各分野の製

図に必要な資質・能力を次のとおり育成することを目指す。 

（１） 工業の各分野に関する製図について日本工業規格及び国際標準化機構規格を踏まえて理解する

とともに、関連する技術を身に付けるようにする。 

（２） 製作図や設計図に関する課題を発見し、工業に携わる者として科学的な根拠に基づき工業技術

の進展に対応し解決する力を養う。 

（３） 工業の各分野における部品や製品の図面の作成及び図面から製作情報を読み取る力の向上を目

指して自ら学び、工業の発展に主体的かつ協働的に取り組む態度を養う。 

使用教科書 

副教材等 

実教出版 「工業７０２機械製図」 

実教出版 「工業７０２機械製図ワークノート」 

２ 評価の観点等 

観点 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

趣旨 

工業の各分野に関する製図につい

て日本工業規格及び国際標準化機

構規格を踏まえて理解するととも

に、関連する技術を身に付けてい

る。 

製作図や設計図に関する課題を発

見し、工業に携わる者として科学的

な根拠に基づき工業技術の進展に

対応し解決する力を身に付けてい

る。 

工業の各分野における部品や製品

の図面の作成及び図面から製作情

報を読み取る力の向上を目指して

自ら学び、工業の発展に主体的か

つ協働的に取り組んでいる。 

評価点 300点 300点 300点 

３ 評価の計画 

学期 単元 知識・技能 思考・判断・表現 
主体的に学習に 

取り組む態度 

1 

第 4章 機械要素の製図 

4．歯車 

5．プーリ・スプロケット 

6，ばね 

・JIS に関する実践

的な知識や技能を

身につけている。 

・単元について適切

に思考・判断し，関

連知識と技能を習

得し活用してい

る。 

・授業中の取り組む

姿勢 

・課題図面提出 

 100点 100点 100点 

2 

7．溶接継手 

8．管・管継手・バルブ 

第 5章 簡単な器具・機械の設計製図 

1．設計製図の要点 

・JIS に関する実践

的な知識や技能を

身につけている。 

・単元について適切

に思考・判断し，関

連知識と技能を習

得し活用してい

る。 

・授業中の取り組む

姿勢 

・課題図面提出 

 100点 100点 100点 

3 

2．器具・機械のスケッチと製図 

3．器具・機械の設計 

 

 

・JIS に関する実践

的な知識や技能を

身につけている。 

・単元について適切

に思考・判断し，関

連知識と技能を習

得し活用してい

る。 

・授業中の取り組む

姿勢 

・課題図面提出 

 100点 100点 100点 



 

４ 指導の計画 

学期 月 単元及び学習内容 時数 

1 

 

4 

 

 

 

5 

 

 

6 

 

 

 

7 

第 4章 機械要素の製図 

４ 歯車 

 １ 歯車の基礎 

 ２ 歯車製図 

 ３ 平歯車 

 ４ はすば歯車とやまば歯車 

 ５ かさ歯車 

 ６ ウオームギヤ 

５ プーリ・スプロケット 

 １ V ベルト伝動 

 ２ 歯付ベルト 

 ３ チェーン伝動 

６ ばね 

 １ ばね 

 ２ ばね製図 

15 

 

 

 

 

12 

 

 

9 

2 

 

8 

9 

 

 

 

10 

 

 

 

11 

 

12 

７ 溶接継手 

 １ 溶接継手の種類 

 ２ 溶接部の記号表示 

８ 管・管継手・バルブ 

 １ 管 

 ２ 管継手 

 ３ バルブ 

 ４ 配管図および配管系統図 

第 5章 簡単な器具・機械の設計製図 

１ 設計製図の要点 

 １ 設計の手順 

 ２ 設計製図上の注意 

 ３ 製作上のくふう 

12 

 

 

18 

 

 

 

 

10 

3 

 

1 

 

2 

 

 

3 

2 器具・機械のスケッチと製図 

 １ 器具・機械のスケッチ 

 ２ ボール盤用万力のスケッチと製図 

 ３ 歯車ポンプのスケッチと製図 

３ 器具・機械の設計 

 １ 豆ジャッキの設計製図 

 ２ パンダグラフ形ねじ式ジャッキの設計製図 

 ３ 減速歯車装置の設計製図 

 ４ 手巻ウインチの設計製図 

10 

 

 

 

10 

５ その他 

製図の基礎や機械製図に関する規格を理解して，機械・器具などの図面を正しく読んだり，作成したりする能力を養うと

ともに，機械製図の基礎から応用的技術までを習得できたかについて評価する。 

 




